




なかとんべつ町議会だより１５２号3

 第３回定例会で 
　　　決まりました 
第３回定例会で 
　　　決まりました 

郵便局の廃止・再編計画に反対する意 
見書 
　地域住民の合意と納得を得ない集配局の
廃止・再編や完全民営化後も郵便局を廃止
しないことを求める意見書です。 
■提出者・星川三喜男、賛成者・石井雄一
　／提出先・内閣総理大臣、総務大臣 
療養病床の廃止・削減の中止等を求め
る意見書 
　医療制度関連法案の成立で、療養病床が
大幅に削減されるため、高齢の病人や重度
障害者が「医療難民」とならないよう、病
床の廃止・削減中止を求める意見書です。 
■提出者・本多夕紀江、賛成者・柳澤雅宏
　／提出先・衆参議長・内閣総理大臣、厚
　生労働大臣 
実情に見合ったへき地指定基準の見直
し・改善を求める意見書 
　「へき地教育振興法」に基づく、へき地
指定基準の見直しにあたり、教育格差の是
正に役立つ項目を設定するよう道に求める
意見書です。 
■提出者・本多夕紀江、賛成者・柳澤雅宏
　／提出先・道教育委員会、道人事委員会 
森林・林業・木材関連産業政策と国有
林野事業の健全化を求める意見書 
　地球規模での環境保全や持続可能な森林
経営、違法伐採の対策推進などを求める意
見書です。 
■提出者・柳澤雅宏、賛成者・石井雄一 
　／提出先・内閣総理大臣、財務大臣、外
　務大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、
　環境大臣、林野庁長官 

意見書 

　第３回定例会では、町側から提案された条例改正や補
正予算、決算認定など、次の議案がすべて原案どおり可
決・認定されました。  
■条　例 
議案第１号　中頓別町国民健康保険条例 
議案第２号　中頓別町乳幼児医療費助成に関する条例 
議案第３号　重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療
　　　　　　費の助成に関する条例 
議案第４号　中頓別町老人医療費の助成に関する条例 
議案第５号　中頓別町立自動車学校運営に関する条例 
　以上一部改正。 
議案第６号　中頓別町公衆浴場設置及び管理等に関する
　　　　　　条例（廃止） 
■平成１８年度各会計補正予算 
議案第７号　　一般会計補正予算 
議案第８号　　知的障害者福祉事業特別会計補正予算 
議案第９号　　自動車学校事業特別会計補正予算 
議案第１０号　国民健康保険病院事業会計補正予算 
議案第１１号　水道事業特別会計補正予算 
議案第１２号　下水道事業特別会計補正予算 
議案第１３号　介護保険事業特別会計補正予算 
■平成１７年度各会計決算認定 
　一般会計から介護保険事業特別会計にかかる平成１７
年度９会計の歳入歳出決算がすべて認定されました。 
　ただし、認定に当り、決算審査特別委員会は、二つの
意見を付けました。 
　（※詳しくは、「決算審査特別委員会」のページをご
　　覧ください。） 

議案　決算 

決算審査  
  特別委員会 

主な質疑 

　
議
会
は
、
み
な
さ
ん
の
暮

ら
し
に
直
結
す
る
税
や
福
祉

な
ど
の
身
近
な
問
題
を
議
論

す
る
大
切
な
「
し
ゃ
べ
り
場

」
で
す
。

　
議
会
で
は
、
議
会
だ
よ
り

で
必
要
な
情
報
の
提
供
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
町
政
の
動

き
を
定
例
会
や
各
種
委
員
会

を
実
際
に
傍
聴
し
、
自
ら
の

目
と
耳
で
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
次
の
定
例
会
は
、
　
月
に

開
か
れ
ま
す
の
で
、
町
民
の

み
な
さ
ま
に
は
、
議
場
ま
た

は
役
場
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に

設
置
さ
れ
た
大
型
テ
レ
ビ
で

傍
聴
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
議
会
日
程
や
傍
聴
の
方

法
、
請
願
手
続
き
な
ど
の
お

問
合
せ
は
、
お
気
軽
に
（
電

話
６
〜
２
２
４
４
・
議
会
事

務
局
）
へ
。
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こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い 

私
た
ち
の
一
般
質
問 

　
第
３
回
定
例
会
で
は
、
自
立
の
た
め
の
町
づ
く
り
や
市
町
村
合
併

問
題
な
ど
５
議
員
が
町
長
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
一
般
質
問
の
際
、
議
長
の
判
断
で
町
長
に
議
員

に
対
す
る
「
反
問
」
を
認
め
る
議
事
運
営
が
試
行
さ
れ
ま
し
た
。

来期も住んでいて良かった 
　　　　　　町づくりの継続を 

　反問権（はんもんけん） 
　議員の質問の内容や発言が不明確でも、現行制度では、執行側（町）は聞き返すことができず、焦

点が定まらない答弁が行われる場合があります。

　執行部に反問権を与えれば、論点は明確になり、議論は深まることになります。

　言論の府として当然のことのように思えますが、全国の市町村議会のほとんどが「標準会議規則」

と呼ばれる規則によって、議会運営の方法を統一しており、この中に反問権の規定がないため導入が

遅れています。この標準会議規則は、もともと戦前国会の衆議院、貴族院規則を参考にしてつくられ、

昭和42年に全文改正を行ってからは、ほとんど改正されていません。

　分権・自己決定の時代に議会の運営を画一化すること自体が問われています。

答 
　
野
邑
町
長
が
２
期
目
の
町
政
を
担
当
さ
れ
て
、

本
年
度
は
最
終
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。 

　
こ
の
間
、
町
村
合
併
が
破
た
ん
し
、
自
立
の
道

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
本
町
は
、
中
長
期
行
財
政
運

営
計
画
を
策
定
し
、
諸
般
の
行
財
政
改
革
、
天
北

厚
生
園
の
法
人
化
、
環
境
基
本
条
例
策
定
の
取
組

な
ど
、
「
一
流
の
中
頓
別
（
い
な
か
）
づ
く
り
」

と
、
町
長
の
持
論
で
あ
る
「
住
ん
で
い
て
良
か
っ

た
」
と
思
え
る
町
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
自
立
に
向
け
て
の
道
筋
は
、
道
半
ば

で
あ
り
、
中
頓
別
農
高
の
施
設
利
用
問
題
、
除
雪

セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
館
の
民
営
化
な
ど
、
課
題
も

多
く
残
さ
れ
、
来
年
度
こ
そ
が
自
立
に
向
け
て
の

正
念
場
で
す
。
そ
こ
で
町
長
は
、
ど
の
よ
う
な
決

意
で
来
年
度
予
算
編
成
に
臨
み
、
自
立
の
町
づ
く

り
を
進
め
る
の
か
伺
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
来
年
の
統
一
地
方
選
挙
に
ど
う
対
応
さ

れ
る
の
か
、
進
退
を
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
が
、
現

職
の
責
任
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。 

第３回定例会初日、一般質問に答え、 
勇退表明する野邑町長 

問 

　
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
大
変
厳
し
い
財
政

運
営
が
続
く
中
、
総
合
計
画
や
中
長
期
行
財
政

運
営
計
画
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
は
「
統
一
地
方
選
挙
」
の
年
で
あ
り
、

予
算
編
成
は
骨
格
予
算
と
な
り
、
政
策
予
算
は

新
し
い
リ
ー
ダ
ー
の
下
で
編
成
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。

　
二
年
ほ
ど
前
に
病
気
を
し
て
体
力
的
に
弱
っ

て
お
り
、
現
在
時
点
で
は
、
来
年
の
統
一
地
方

選
挙
に
立
候
補
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
残
さ
れ
た
任
期
を
町
民
の
付
託
に
応
え
る
よ

う
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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なかとんべつ町議会だより１５２号5
 
 国保病院の収支状況と 
 　道の過疎地病院集約再編案への対応は 

火災警報機の義務化への対応と 
　高規格救急車を活かす体制づくりは 

　
本
年
度
、
救
急
車
が
更
新
さ
れ
、
高

規
格
車
と
な
る
こ
と
は
、
町
民
に
と
っ

て
大
変
心
強
い
こ
と
で
す
が
、
現
行
の

救
急
救
命
士
の
２
名
体
制
で
は
、
高
規

格
車
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
後
の
資
格
者
養
成
予
定
と
新
た
に
消

防
職
員
を
採
用
す
る
場
合
の
資
格
取
扱

い
方
針
を
伺
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
現
在
の
救
急
車
は
、
多
目
的

利
用
車
と
し
て
残
せ
な
い
か
伺
い
ま
す
。 

　
高
規
格
救
急
車
の
運
用
時
期
は
い
つ

頃
に
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。 

　
中
頓
別
支
署
の
勤
務
体
制
で
は
、
最
低

４
名
の
救
急
救
命
士
が
必
要
で
あ
り
、
出

来
る
だ
け
早
い
時
期
に
４
名
体
制
を
敷
い

て
、
将
来
は
全
員
に
救
急
救
命
士
の
資
格

を
取
得
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
具
体
的
に
は
、
来
年
度
か
ら
２
ヵ
年
計

画
で
２
名
の
救
命
士
を
養
成
す
る
予
定
で

す
。

　
今
後
、
新
た
に
職
員
を
採
用
す
る
場
合

は
、
有
資
格
が
採
用
条
件
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　
現
行
救
急
車
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
廃
車

と
す
る
予
定
で
す
。

　
高
規
格
救
急
車
及
び
資
機
材
の
納
入
時

期
は
、
来
年
１
月
　
日
で
す
。
そ
れ
以
降
、

納
入
さ
れ
た
資
機
材
の
取
扱
い
、
現
場
に

お
け
る
医
師
か
ら
の
指
示
に
対
応
す
る
た

め
の
訓
練
が
、
最
低
で
も
１
ヶ
月
は
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
の
運
用
は
、
３

月
１
日
か
ら
に
な
る
見
通
し
で
す
。

問 

問 答 　
　
既
存
の
公
営
住
宅
、
特
公
賃
住
宅
、

　
教
職
員
住
宅
、
職
員
住
宅
に
対
す
る
設

　
置
は
、
来
年
度
か
ら
３
年
計
画
、
総
額

　
４
百
　
万
円
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
一
般
住
宅
へ
の
設
置
助
成
は
、
財
政
状

　
況
が
厳
し
い
た
め
困
難
で
す
。
普
及
実

　
態
は
消
防
と
連
携
し
て
、
防
火
査
察
に

　
よ
り
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
南
宗
谷
消
防
組
合
中
頓
別
支
署
に
お
け

　
る
注
意
喚
起
活
動
の
ほ
か
、
公
営
住
宅

　
入
居
者
に
は
、
町
が
文
書
で
呼
び
か
け

　
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
般
住
民
に
は
、

　
広
報
等
で
周
知
し
ま
す
。

　
消
防
法
改
正
に
よ
り
新
築
住
宅
で
は
、

本
年
６
月
か
ら
、
ま
た
、
既
存
住
宅
で
は
、

平
成
　
年
度
ま
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
本
町
で
は
、
こ
れ
ら
設
置
義
務
へ
の
対

応
を
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
か
。 

　
町
有
財
産
で
あ
る
職
員
住
宅
、
教
職
員

　
住
宅
、
公
営
住
宅
等
へ
は
、
来
年
度
全

　
戸
設
置
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
一
般
住
宅
に
つ
い
て
、
設
置
助
成
を
し

　
て
い
る
町
村
も
あ
り
ま
す
が
、
本
町
は

　
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
ま
す
か
。
普
及

　
実
態
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
ま
す
か
。 

　
他
町
村
で
は
、
火
災
警
報
器
の
悪
徳
商

　
法
に
よ
る
被
害
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
、

　
老
人
世
帯
の
多
い
本
町
は
、
防
衛
策
を

　
と
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

問 

　
　
国
の
医
療
制
度
改
革
の
影
響
に
よ
り
、
町
立
病
院

　
の
経
営
収
支
が
昨
年
度
に
比
べ
か
な
り
悪
い
と
伺
っ

　
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。
ま
た
、

　
収
支
状
況
改
善
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

　
て
い
ま
す
か
。 

　
本
町
を
は
じ
め
近
隣
町
村
の
病
院
経
営
も
大
変
な
状

　
況
で
す
が
、
先
日
の
新
聞
（
８
月
　
日
道
新
）
で
は
、 

　
道
が
来
年
夏
ま
で
に
過
疎
地
の
病
院
を
集
約
再
編
す

　
る
案
を
作
成
す
る
と
の
報
道
で
し
た
が
、
町
長
は
ど

　
の
よ
う
な
所
見
を
お
持
ち
で
す
か
。
ま
た
、
今
後
の

　
病
院
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。 

問 

29

答 　
　
８
月
末
の
経
営
状
況
を
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
、

　
収
益
的
収
支
で
、
赤
字
額
が
約
４
千
４
百
万
円
増
加

　
し
て
お
り
、
年
度
末
の
不
採
算
運
営
費
の
額
は
、
１

　
億
２
千
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
収
支
改
善
の
た
め
、
医
薬
分
業
に
よ
る
職
員
削
減
、

　
退
職
者
の
不
補
充
、
正
職
員
か
ら
臨
時
職
員
へ
の
転

　
換
な
ど
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
入
院
基
本
料
ラ
ン
ク

　
を
上
げ
る
た
め
の
正
看
護
師
の
採
用
、
患
者
獲
得
の

　
た
め
の
神
経
内
科
の
出
張
診
療
な
ど
で
収
入
増
を
図

　
り
ま
す
。

　
道
案
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
不
明
で
す
が
、
高
齢
者

　
が
多
く
、
特
養
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
知
的
障
害
者

　
施
設
の
あ
る
本
町
で
は
、
診
療
所
に
す
る
と
、
町
民

　
の
理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
た
め
、
道
の
出
方
を
見
極

　
め
な
が
ら
判
断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
収
支
の
均
衡
を
考
え
た
場
合
、
無
床
の
診
療
所
に

　
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
実
現
は
難
し
く
、
管
理
費

　
の
削
減
努
力
と
と
も
に
、
国
に
診
療
報
酬
の
引
上
げ

　
を
お
願
い
す
る
し
か
方
法
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
夕
張
市
が
考
え
る
よ
う
な
公
設
民
営
化
も
検
討
し

　
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答 

50
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 旧敏音知小学校の利活用は 
 　中頓別農業高校は天北厚生園の移転先か 

障害福祉計画で天北厚生園の位置付けを 
　道の市町村合併構想への対応は 

　
　
市
町
村
や
住
民
が
自
治
の
あ
り

　
方
に
つ
い
て
、
自
主
的
、
主
体
的

　
に
検
討
協
議
を
行
う
際
の
出
発
点

　
で
あ
る
、
と
い
う
道
の
考
え
方
を

　
否
定
的
に
と
ら
え
て
は
い
ま
せ
ん
。

　
仮
に
合
併
す
る
場
合
は
、
三
町
の

　
組
み
合
わ
せ
は
常
識
的
・
合
理
的

　
と
考
え
ま
す
。

　
広
域
連
携
を
摸
索
し
な
が
ら
、
当

　
面
は
単
独
で
の
町
政
運
営
を
す
る

　
中
で
、
道
構
想
の
検
討
は
必
要
で

　
す
し
、
合
併
を
選
択
肢
の
一
つ
と

　
し
て
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
近

　
隣
町
村
と
の
協
議
ま
で
行
く
か
ど

　
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
現
時

　
点
で
は
、
中
長
期
行
財
政
運
営
計

　
画
の
「
自
主
自
立
の
精
神
を
高
く

　
掲
げ
、
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光

　
る
自
治
」
を
め
ざ
す
方
針
に
変
わ

　
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 　
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
天
北
厚
生

園
で
は
、
施
設
に
残
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
生
じ

た
り
、
大
幅
な
自
己
負
担
増
で
、
利
用
者
も
そ
の

家
族
も
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

障
が
い
者
福
祉
の
今
後
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

　
天
北
厚
生
園
の
施
設
移
転
改
築
、
今
後
必
要
に

　
な
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
で
は
、
財
源
確

　
保
に
町
が
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
り
、
今
年
度

　
末
ま
で
に
策
定
さ
れ
る
「
障
害
福
祉
計
画
」
の

　
中
で
方
針
を
示
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
在
宅
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
障
が
い
者
の
た
め
、

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
考
え
は

　
あ
り
ま
す
か
。 

　
「
障
害
福
祉
計
画
」の
策
定
状
況
を
伺
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
よ
り
幅
広
い
「
地
域
福
祉
計
画
」
を
策

　
定
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

問 

問 　
敏
音
知
小
学
校
が
閉
校
と
な
り
、
平
成
　
年
度
末
に

　
は
、
中
頓
別
農
業
高
校
も
長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し

　
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

　
　
敏
音
知
小
学
校
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
、
具
体
的

　
　
な
検
討
協
議
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。 

　
　
中
頓
別
農
業
高
等
学
校
施
設
等
利
活
用
推
進
協
議

　
　
会
で
の
検
討
協
議
状
況
を
伺
い
ま
す
。 

　
　
中
頓
別
農
業
高
校
は
、
天
北
厚
生
園
の
移
転
先
と

　
　
し
て
、
検
討
対
象
と
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
移
転
先
と
な
る
場
合
、
障
害
福
祉
計
画
へ
の
位
置

　
　
付
け
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

問　 
答 　
　
町
と
教
育
委
員
会
が
協
議
し
、
で
き
る
だ
け
早
い

　
時
期
、
で
き
れ
ば
来
年
か
ら
、
自
然
体
験
型
の
生
涯

　
学
習
関
連
施
設
と
し
て
利
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

　
す
。

　
同
協
議
会
で
は
、
「
中
頓
別
農
業
高
校
施
設
の
利
活

　
用
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
こ
の
方
針
で
は
、
「
一
流
の
、
中
頓
別
（
い
な
か
）

　
づ
く
り
」
の
理
念
を
踏
ま
え
、
地
域
経
済
、
雇
用
創

　
出
な
ど
、
６
つ
の
視
点
か
ら
利
活
用
の
具
体
策
を
検

　
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
同
校
施
設

　
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
企
業
が
利
用
す
る
場
合
、
道
有
財

　
産
の
譲
渡
・
貸
与
規
定
に
よ
り
、
高
額
な
利
用
料
と

　
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
問
題
の
解
決
に
向
け
道

　
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

　
天
北
厚
生
園
は
、
か
ね
て
か
ら
市
街
地
へ
の
移
転
を

　
課
題
と
す
る
一
方
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、

　
新
た
な
施
設
形
態
へ
移
行
す
る
必
要
に
も
迫
ら
れ
て

　
い
ま
す
。
移
転
先
と
な
る
か
ど
う
か
協
議
し
て
い
ま

　
す
が
、
障
害
福
祉
計
画
に
同
校
を
移
転
先
と
し
て
盛

　
り
込
む
必
要
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

答 

19

答 　
　
移
転
に
伴
う
施
設
整
備
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
等
の
新
た
な
整
備
は
、
町
の
「
障
害
福
祉
計

　
画
」
に
方
針
を
盛
り
込
み
ま
す
。
新
築
か
既
存

　
の
施
設
利
用
か
、
判
断
で
き
る
段
階
で
は
な
い

　
の
で
、
財
源
や
目
標
年
次
を
検
討
し
、
法
人
に

　
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
対
応
し
た
い
と
考
え
て

　
い
ま
す
。

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
市
町
村
が
実
施

　
す
る
事
業
の
一
つ
で
す
が
、
設
置
基
準
等
が
あ

　
り
、
実
態
調
査
も
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

　
「
障
害
福
祉
計
画
」
は
、
職
員
に
よ
る
作
業
部

　
会
、
関
係
者
に
よ
る
策
定
委
員
会
を
こ
れ
か
ら

　
設
置
し
て
進
め
ま
す
。「
地
域
福
祉
計
画
」
は
、

　
総
合
計
画
に
方
針
が
謳
わ
れ
て
お
り
、
個
別
の

　
福
祉
計
画
で
十
分
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

　
す
。

　 問 　
道
が
本
年
６
月
に
道
内
市
町
村
数

を
現
行
の
１
８
０
か
ら
　
に
再
編
す

る
合
併
構
想
を
発
表
し
た
こ
と
に
よ

り
、
合
併
問
題
は
新
た
な
段
階
に
入

り
ま
し
た
。 

　
道
が
示
し
た
合
併
の
組
み
合
わ
せ

　
基
準
（
人
口
３
万
人
以
上
、
役
場

　
間
距
離
が
車
で
　
分
以
内
）
、
中

　
頓
別
町
、
浜
頓
別
町
、
枝
幸
町
と

　
の
組
み
合
わ
せ
構
想
を
ど
の
よ
う

　
に
思
わ
れ
ま
す
か
。 

　
中
頓
別
町
と
し
て
、
合
併
新
法
の

　
期
限
内
（
２
０
１
０
年
度
）
に
、

　
再
び
合
併
を
検
討
す
る
考
え
は
あ

　
り
ま
す
か
。 
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バランスシート公開学習会に 
100名参加！ 

　負債の全容を明らかにできない現在の自治体会
計制度を見直そうと、中頓別町民センターでは、8
月2日、「やさしい自治体バランスシート入門～自
治体倒産を招かないために」（議員会主催・町共
催）と題した講演会が行われました。 
　公会計の専門家である北海道大学（大学院経済
学研究科・経済学部）の吉見宏教授が講師を務
め、宗谷、留萌、上川管内の町村職員や議員、住
民など、約１００名が参加しました。 
　夕張市の財政破たんの影響のせいか、当初予想
していた参加者が倍以上となり、会場が役場から
町民センターに急きょ変更されました。 
　講演の中で吉見教授は、バランスシートに代表
される企業会計的手法の導入の重要性や財務情報
公開の必要性などをわかりやすく説明。 
　しめくくりに、市町村職員は、全員が会計に関
心を持ち、そのしくみを理解すること、住民は、 
自分の生活に財政危機が跳ね返ってこないよう、
町の会計情報を納得できるまで役場や議員に聴く
べきと説きました。 
　議員会では、吉見先生監修の講演記録を作成し
ましたので、配付を希望される町民は、議会事務
局（電話６－２２４４）までご連絡願います。 

いきいきふるさと常任委員会報告 

アセスメント（影響評価）盛り込 
 み、実効性ある環境基本条例に！ 

　
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
で
は
、
第
２
回
定
例
会

（
６
月
）
か
ら
第
３
回
定
例
会
ま
で
の
間
に
、
環
境
基
本
計

画
や
自
治
基
本
条
例
な
ど
に
関
す
る
所
管
事
務
調
査
を
３
回

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
「
環
境
な
か
と

ん
べ
つ
町
民
会
議
」
の
手
に
よ
る
原
案
決
定
を
経
て
、
　
月

末
に
最
終
答
申
が
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
原
案
決
定
を
受
け
て
、
町
は
、
具
体
的
な
行
動
計
画
を
作

成
し
、
環
境
基
本
計
画
は
、
環
境
基
本
条
例
制
定
後
、
速
や

か
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
環
境
基
本
計
画
の
素
案
で

は
、
か
け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
、
循
環
型
の
農

林
業
で
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

10

　
一
方
、
環
境
基
本
条
例
案
は
、
第
４
回
定
例
会
（
　
月
）

に
提
案
さ
れ
る
予
定
で
すﾟ

　
主
な
内
容
は
、
町
民
参
加
に
よ
る
環
境
基
本
計
画
の
策
定

と
公
表
を
義
務
化
し
、
水
環
境
、
河
川
、
森
林
・
里
山
の
保

全
な
ど
の
ほ
か
、
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
環
境
影
響
評

価
、
規
制
措
置
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
常
任
委
員
会
と
し
て
は
、
環
境
基
本
計
画
の
素
案
で
は
、

国
有
林
や
民
有
林
の
放
置
林
な
ど
の
整
備
な
ど
、
実
現
が
難

し
い
内
容
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
基
本
理
念
や
方
針
が
計

画
倒
れ
に
終
わ
ら
な
い
よ
う
、
実
効
性
を
担
保
し
た
環
境
基

本
条
例
と
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、
常
任
委
員
会
内
に
小
委
員

会
を
設
置
し
、
本
町
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
見
合
っ
た
全

　
〜
　
条
程
度
の
条
例
案
を
検
討
中
で
すﾟ

12

30

40

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
で
は
、
「
議

会
だ
よ
り
」
の
質
の
向
上
と
議
会
に
対
す
る

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
随
時
町
民
モ
ニ
タ

ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
掲
載
内
容
な
ど
を
中
心
に
３
名

の
方
か
ら
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
質
問
事
項
は
、
次
の
４
点
で
す
。

　
　
　
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
い
ま
す
か

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
掲
載
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
掲
載
を
希
望
す
る
記
事
に
つ
い
て 

　
　
　
町
広
報
と
議
会
だ
よ
り
の
統
合
の
是

　
　
　
非
に
つ
い
て

　
　
　
議
会
に
関
す
る
意
見
・
要
望
な
ど

Ａ
様
（
　
歳
代
・
女
性
） 

　
　
ざ
っ
と
見
て
い
る
、
　
と
く
に
な
し
、

　
　
と
く
に
な
し
、
　
い
ま
ま
で
通
り
で
良

　
い
、
　
テ
レ
ビ
中
継
は
良
い
。
気
軽
に
行

　
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
る
。
役
場
よ

　
り
も
、
町
民
セ
ン
タ
ー
が
入
り
や
す
い
。

Ｂ
様
（
　
歳
代
・
男
性
） 

　
　
よ
く
読
む
、
　
と
く
に
な
い
、
　
予
算

　
や
決
算
な
ど
で
内
容
の
掘
り
下
げ
を
、
　

　
統
合
し
て
も
よ
い
、
　
と
く
に
な
し

Ｃ
様
（
　
歳
代
・
男
性
）

　
　
あ
ま
り
見
な
い
、
　
同
じ
顔
ぶ
れ
の
議

　
員
に
よ
る
同
様
の
質
問
が
多
い
、
　
と
く

　
に
な
し
、
　
経
費
節
減
の
た
め
、
ぜ
ひ
統

　
合
す
べ
き
、
　
町
民
と
議
員
が
対
話
す
る

　
機
会
を
設
け
て
欲
し
い
。

608060
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歳出総額５７億７千万円 
　平成１７年度決算を認定 
　決算審査は、議会が決定した予算が適正に執行されているかどうか

を審査するとともに、住民に代わって行政効果を検証するものです。

　第3回定例会では、全議員で構成する「決算審査特別委員会」（石井

雄一委員長）が設置され、本会議休会中に平成17年度各会計決算を集

中審査。一般会計をはじめとする9会計すべてが認定されました。

　認定にあたって、実質公債費比率が全道９番目に高いことの要因と

今後の対策を求めるなど、二つの意見が付されました。

　
財
務
指
数
（
表
２
）
を
見
る
と
、
財
政

基
盤
の
強
さ
を
示
す
財
政
力
指
数
（
表
２

　
）
が
わ
ず
か
に
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、

自
主
財
源
比
率
は
１
割
に
す
ぎ
ず
、
地
方

交
付
税
や
国
・
道
か
ら
の
支
出
金
な
ど
の

減
少
が
、
財
政
悪
化
を
招
い
て
い
る
主
な

要
因
で
す
。

　
加
え
て
、
公
債
費
の
増
加
が
、
将
来
の

住
民
負
担
を
重
く
し
、
財
政
構
造
の
弾
力

性
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　
経
常
収
支
比
率
を
は
じ
め
と
す
る
各
財

政
指
数
は
、
い
ず
れ
も
高
い
水
準
に
あ
り
、

中
で
も
、
公
債
費
に
か
か
る
指
数
が
、
す

で
に
財
政
運
営
上
の
警
戒
ラ
イ
ン
を
超
え
、

危
険
ラ
イ
ン
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
の
一
般
的
な
収
入
（
標
準
財
政

規
模
）
に
占
め
る
借
金
返
済
費
用
（
公
債

費
）
の
割
合
を
見
る
に
あ
た
り
、
平
成
　

年
度
決
算
か
ら
「
実
質
公
債
費
比
率
」
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
従
来
と
異
な
り
、
借
金
返
済

費
用
に
上
下
水
道
な
ど
公
営
企
業
の
支
払

う
元
利
償
還
金
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
、
一
部
事
務
組
合
な
ど
の
公
債
費
類

似
経
費
を
加
え
て
算
定
す
る
、
い
わ
ば
「

負
債
を
連
結
決
算
」
す
る
考
え
方
を
取
り

入
れ
た
も
の
で
す
。

　
本
町
で
は
、
こ
の
三
年
平
均
の
値
が
　

％
（
表
２
　
）
と
な
り
、
全
道
９
番
目
に

高
く
な
り
ま
し
た
。

　
公
債
費
率
の
高
さ
を
物
語
る
よ
う
に
、

年
度
末
の
公
債
費
（
借
金
）
の
残
高
は
、

１
０
６
億
４
８
９
５
万
円
（
表
３
）
と
な

り
、
単
年
度
決
算
額
の
倍
近
く
に
達
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
、
町
民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、

「
中
長
期
行
財
政
運
営
計
画
」
や
「
総
合

計
画
」
な
ど
に
沿
っ
て
、
簡
素
で
効
率
的

な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
は
か
り
、
費

用
対
効
果
を
見
定
め
、
経
営
的
視
点
に
立

っ
た
町
政
運
営
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
財
政
悪

化
に
つ
い
て
、
議
決
機
関
と
し
て
の
議
会

の
責
任
を
痛
感
し
つ
つ
、
次
の
二
つ
の
意

見
を
付
し
て
、
各
会
計
決
算
を
認
定
し
ま

し
た
。

　
【
決
算
認
定
で
付
さ
れ
た
意
見
】 

　
　
実
質
公
債
費
比
率
が
　
％
と
全
道
９

　
番
目
に
高
く
な
っ
た
こ
と
に
関
し
、
公

　
債
費
が
増
え
た
要
因
と
今
後
の
対
策
を

　
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

　
　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
及
び
行
政
コ
ス
ト

　
計
算
書
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
を
高
く
評

　
価
す
る
の
で
、
両
者
の
内
容
を
町
民
が

　
理
解
で
き
る
よ
う
わ
か
り
や
す
く
周
知

　
し
理
解
を
求
め
る
こ
と
。

1726

実
質
公
債
費
比
率
　
％･

全
道
ワ
ー
ス
ト
９
に 

 

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト･

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
住
民
周
知
を 

26

26

　
一
般
会
計
は
じ
め
、
全
９
会
計
の
歳
出

総
額
　
億
７
千
万
に
の
ぼ
る
平
成
　
年
度

決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
野
邑
町
長
は
、
総
括
説
明
の
中
で
、
職

員
、
議
員
の
大
幅
な
人
件
費
削
減
を
は
じ

め
、
事
務
事
業
、
団
体
補
助
金
の
見
直
し

な
ど
、
行
財
政
改
革
に
最
大
限
の
取
り
組

み
を
行
い
、
赤
字
補
て
ん
の
た
め
の
減
債

基
金
の
取
り
崩
し
が
最
小
限
で
済
ん
だ
こ

と
を
強
調
。
今
後
と
も
、
地
方
自
治
の
本

旨
に
沿
っ
て
「
最
小
の
経
費
で
最
大
限
の

効
果
」
を
め
ざ
し
、
住
民
の
福
祉
増
進
に

努
め
た
い
と
表
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
監
査
委
員
（
意
見
書
）
か
ら
指

摘
を
受
け
た
事
項
に
つ
い
て
、
早
急
に
改

善
す
る
と
と
も
に
、
透
明
性
の
高
い
行
政

運
営
を
実
現
し
た
い
と
述
べ
、
決
算
へ
の

理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
全
会
計
決
算
の
総
額
（
表
１
）
は
、
歳

入
で
、
　
億
９
８
２
２
万
円
、
歳
出
で
は
、

　
億
６
７
７
７
万
円
と
な
り
、
い
ず
れ
も

前
年
度
に
比
べ
約
　
％
の
緊
縮
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
国
保
病
院
会
計
（
収
益
的
収

支
）
は
、
４
年
連
続
の
赤
字
決
算
と
な
り
、

累
積
欠
損
金
は
、
２
億
７
千
万
円
に
達
し

て
い
ま
す
。

決
算
審
査
の
あ
ら
ま
し 

57

17

57

10

57
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会　　計　　区　　分 

一　　　般　　　会　　　計 

知 的 障 害 者 福 祉 事 業  

自 動 車 学 校 事 業  

国 民 健 康 保 険 事 業  

老 人 保 健 事 業  

水 道 事 業  

下 水 道 事 業  

介 護 保 険 事 業  

　 計 　  

収益的収支 

資本的収支 

国民健康保 
険病院会計 

合　　　計 

特
　
別
　
会
　
計 

公
営
企
業 

予算現額 

決　　算　　額 

歳　入　額 歳　出　額 歳入歳出 
差  引  額 

38億8,883 38億3,892 38億1,229 2,663

2億8,934 3億711 2億8,774 1,937

3,907 4,601 3,746 855

2億8,430 2億8,586 2億8,381 205

3億5,906 3億4,874 3億4,867 7

1億500 1億461 1億458 3

1億3,798 1億3,730 1億3,722 8

2億588 1億8,722 1億7,508 1,214

14億2,063 14億1,685 13億7,456 4,229

5億4,437 4億9,731 5億2,775 3,044

4,539 4,514 5,317 803

58億9,922 57億9,822 57億6,777 3,045

▲ 

▲ 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

（　を除き単位：％） 

 

 

 

 

 

 

経 常 収 支 比 率  
公 債 費 比 率  
公 債 費 負 担 比 率  
起債制限比率（単年度）  
起債制限比率（３ヵ年平均） 
実質公債費比率（単年度） 
実質公債費比率（３ヵ年平均） 
財 政 力 指 数  

　年　度 
　項　目 平成15年度 平成16年度 平成17年度 

一般的な 
数値目標 

83.9 87.6 85.6
20.3 19.1 22.9
30.6 30.5 33.9
14.7 13.8 18.3
13.5 14.2 15.6

15％以下 

13％以下 
23.2 27.4 27.4

26.0
0.120 0.117 0.121

区　　　　分 平成１６年度末 償　還　額 借　入　額 平成１７年度末 

一 般 会 計  
水 道 事 業 特 別 会 計  
下 水 道 事 業 特 別 会 計  
国民健康保険病院事業  
　 合 　 　 　 　 　 計 　  

85億8,289
8億5,099
11億7,664
2億8,031

108億9,083

9億849
4,562
7,628
2,249

10億5,288

7億4,940
－ 

4,800
1,360

8億1,100

84億2,380
8億537

11億4,836
2億7,142

106億4,895

※普通会計とは、一般会計に知的障害者福祉事業特別会計、自動車学校事業特別会計を加えたもので
　あり、それ以外の会計は含まれません。 
 ※⑦実質公債費比率は、平成１８年度から地方債許可制度が、協議制度に移行したため、公債費比率
　や起債制限比率に代わり、新しい比率で起債制限等を行うために導入されました。 
　　従来と異なるのは、分子の元利償還金に上下水道や交通など公営企業の支払う元利償還金への一
　般会計からの繰出金、一部事務組合等の公債費類似経費を算入することで、いわば連結決算の考え
　方を導入しています。この比率が１８％を超えると、地方債許可団体に移行することとされ、２５
　％を超えると、単独事業の起債が認められず、起債制限団体に。３５％を超えると大半の地方債発
　行ができなくなります。 

なかとんべつ町議会だより１５２号
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決算審査  
  特別委員会 

主な質疑 

決算審査  
  特別委員会 

主な質疑 

町広報と議会だよりの統合を 

　防災意識向上のため年一回訓練が必要 

　　医療費削減のため在宅者への訪問強化を 

総
務
費 

Ｑ
柳
澤
委
員 

　
わ
か
り
や
す
い
予
算
書
は
、
な
ぜ

発
行
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

Ａ
安
積
総
務
課
長 

　
今
後
、
改
め
ま
す
。
平
成
　
年
度

は
要
約
版
を
配
付
し
ま
し
た
。

Ｑ
柳
澤
委
員 

　
町
広
報
の
発
行
は
、
住
民
に
情
報

を
伝
え
る
必
要
性
か
ら
毎
月
１
回
発

行
が
基
本
で
あ
り
、
合
併
号
は
、
お

か
し
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
安
積
総
務
課
長 

　
予
算
の
削
減
も
あ
り
、
合
併
号
と

し
ま
し
た
。
町
民
へ
の
伝
達
手
段
と

し
て
別
な
方
法
も
今
後
検
討
し
ま

す
。

Ｑ
柳
澤
委
員 

　
町
広
報
と
議
会
だ
よ
り
の
役
割
分

担
に
つ
い
て
考
え
た
と
き
、
町
民
へ

町
政
情
報
を
知
ら
せ
る
こ
と
を
共
通

の
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、
統
合
に

向
け
て
両
誌
の
編
集
委
員
が
協
議
で

き
ま
せ
ん
か
。

Ａ
安
積
総
務
課
長
・
矢
部
助
役 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
広
報
誌
が
な
す
べ
き

役
割
・
責
務
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
協
議
し
ま
す
。

Ｑ
本
多
委
員 

　
三
輪
車
む
か
で
競
争
大
会
へ
　
万

18
55

円
の
補
助
金
を
支
出
し
て
い
ま
す

が
、
優
勝
賞
金
が
　
万
円
と
高
額
で

あ
り
、
見
直
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

Ａ
安
積
総
務
課
長 

　
主
催
団
体
と
協
議
し
、
補
助
金
の

見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
本
多
委
員 

　
平
成
　
年
度
は
、
防
災
会
議
が
開

か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
雨
災
害

な
ど
が
発
生
し
な
い
と
も
限
ら
な
い

の
で
、
防
災
計
画
に
沿
っ
て
体
制
を

整
え
て
お
く
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

Ａ
安
積
総
務
課
長 

　
現
在
、
国
民
保
護
計
画
策
定
の
事

務
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
保
護
計
画

策
定
委
員
と
兼
ね
て
防
災
会
議
委
員

を
発
令
し
ま
す
の
で
、
国
民
保
護
計

画
と
併
せ
て
防
災
計
画
を
見
直
し
ま

す
。

Ｑ
本
多
委
員 

　
電
子
自
治
体
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

効
果
は
あ
が
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
安
積
総
務
課
長 

　
電
子
自
治
体
共
同
運
営
協
議
会
に

参
加
し
て
間
も
な
い
た
め
、
ま
だ
効

果
は
現
れ
て
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
住
民
票
な
ど
の
申
請
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
し
く
み
に
す
る
な

ど
、
今
後
条
例
等
を
整
備
し
効
果
を

上
げ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
山
本
委
員 

　
天
災
は
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か

ら
な
い
の
で
、
防
災
意
識
を
高
め
て

も
ら
う
た
め
、
年
一
回
防
災
訓
練
を

行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
野
邑
町
長 

　
本
町
で
は
、
平
成
　
年
の
大
雨
で

あ
か
ね
団
地
が
床
下
浸
水
し
ま
し
た
。

　
当
時
、
議
員
か
ら
の
指
摘
が
あ
り
、

平
成
　
年
度
か
ら
防
災
訓
練
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
２
年
ほ
ど
実

施
し
て
い
ま
せ
ん
。
町
担
当
者
と
消

防
職
員
を
留
萌
市
で
行
わ
れ
た
防
災

訓
練
に
派
遣
し
ま
し
た
の
で
、
来
年

度
か
ら
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、
係
制
か

ら
グ
ル
ー
プ
制
に
変
わ
っ
て
も
、
体

制
が
従
前
の
ま
ま
な
の
で
、
平
成
　

年
度
中
に
見
直
し
ま
す
。

  

衛
生
費 

Ｑ
石
神
委
員 

　
予
防
費
な
ど
で
、
様
々
な
事
業

（
検
診
等
）
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

事
業
評
価
（
効
果
）
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
事
業
効
果
は
、
一
人
当
り
の
医
療

費
な
ど
で
、
評
価
す
べ
き
と
思
い
ま

す
。

　
本
町
は
、
予
防
事
業
に
行
っ
て
い

る
割
に
、
老
人
分
を
含
め
た
医
療
費

が
管
内
で
一
番
高
い
の
で
す
が
原
因

は
な
ん
で
す
か
。

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長 

　
行
政
評
価
は
、
各
種
検
診
の
結
果

を
基
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ａ
野
邑
町
長 

　
老
人
医
療
費
が
高
い
の
は
、
老
人

ホ
ー
ム
の
定
員
が
多
い
こ
と
や
天
北

厚
生
園
の
存
在
が
、
大
き
な
要
因
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
重
篤
患
者
が

多
く
な
れ
ば
医
療
費
を
押
し
上
げ
る

原
因
に
も
な
り
ま
す
。 

　
予
防
は
、
数
年
で
効
果
が
現
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
継
続
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
。 

　
し
か
し
、
現
状
の
医
療
費
を
見
る

と
、
決
し
て
予
防
の
効
果
は
あ
が
っ

て
い
な
い
の
で
、
平
成
　
年
度
中
に

国
保
会
計
分
の
レ
セ
プ
ト
（
診
療
報

酬
明
細
書
）
で
医
療
費
が
な
ぜ
高
い

の
か
分
析
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

Ｑ
石
神
委
員 

　
い
ろ
い
ろ
な
健
康
講
座
が
あ
り
ま

す
が
、
延
べ
数
で
同
じ
人
が
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
た
く
さ

ん
の
人
が
参
加
す
べ
き
で
す
が
、
参

加
で
き
な
い
在
宅
者
へ
の
訪
問
が
不

十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長 

　
月
に
一
度
、
病
院
、
福
祉
施
設
、

職
員
が
ケ
ア
会
議
を
開
き
、
在
宅
者

も
含
め
て
情
報
提
供
、
処
置
な
ど
を

対
応
し
て
い
ま
す
。

15
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第３回 
定例会 

　議会や監査委員が作成・
公表を求めていた本町の普
通会計（一般会計、知的障
害者福祉事業及び自動車学
校事業特別会計）にかかる
「バランスシート」（貸借
対照表）と一年間の行政サ
ービスに対する経費を示す
「行政コスト計算書」が、
決算審査特別委員会で明ら
かにされました。 
　作成されたバランスシー
トは、平成１５年度～１７
年度分で、国のモデル（総
務省方式）により、昭和４
４年以降の町の普通会計決
算額を使用しています。 
　バランスシートによると
町民一人当たりの将来負担
（将来の税金）は、平成１
７年度末で315万円に達し 
ています。 
　昨年度の住民一人当たり
の行政経費（コスト）は、
142万円となっています。 
　総務省方式によるバラン
スシートは、特別会計の大
部分が連結されていないな
ど、精度に限界があり、町
民一人当りの実際の負担額
は、もっと多いと考えられ
ます。 

 合併処理浄化槽の普及目標は 

　どうなる実質公債費比率適正化計画 
Ｑ
柳
澤
委
員 

　
合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
、
普
及

率
、
効
果
は
上
が
っ
て
い
ま
す
か
。

　
浄
化
槽
を
必
要
と
す
べ
き
と
こ
ろ
に

普
及
啓
蒙
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長 

　
平
成
　
年
度
は
、
５
基
の
合
併
処
理

浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
設
置
す

る
世
帯
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
未
知

数
で
す
が
、
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
柳
澤
委
員 

　
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
は
、
５

年
間
の
時
限
立
法
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
下
水
道
区
域
外
の
環
境
向
上
対
策
と

し
て
、
残
り
の
期
間
で
目
的
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

Ａ
野
邑
町
長 

　
設
置
事
業
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
当

初
５
年
間
の
予
定
で
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
普
及
率
が
思
う
よ
う
に
上
が
っ

て
い
な
い
の
で
、
７
割
補
助
に
し
て
、

17

13

平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
事
業
期

間
を
延
長
し
ま
し
た
。
普
及
効
果
を
判

断
す
る
の
は
、
最
終
年
度
ま
で
待
つ
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

 

公
債
費 

Ｑ
石
神
委
員 

　
公
債
費
比
率
が
高
い
た
め
、
す
で
に

「
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
」
が
策
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
中
長
期
行
財
政

運
営
計
画
」
と
整
合
性
は
と
れ
て
い
ま

す
か
。

　
「
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
」
に
載

っ
て
い
る
縁
故
債
（
え
ん
こ
さ
い
）
の

繰
上
げ
償
還
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
実
質
公
債
費
比
率
が
全
道
ワ
ー
ス
ト

９
に
な
っ
た
原
因
を
伺
い
ま
す
。

　
※
縁
故
債
と
は
、
銀
行
、
信
用
金
庫
、

　
農
協
な
ど
、
公
共
団
体
と
取
引
す
る

　
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
資
金
で

　
す
。

Ａ
安
積
総
務
課
長 

　
「
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
」
と
平

成
　
年
度
決
算
と
の
比
較
で
は
、
前
者

で
６
億
６
８
７
０
万
円
を
計
画
し
て
い

ま
し
た
が
、
実
際
は
、
７
億
４
９
４
０

万
円
を
借
り
入
れ
し
、
８
０
７
０
万
円

上
回
り
ま
し
た
。
要
因
は
、
予
定
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
に
関

す
る
起
債
、
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
が

増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
適
正

化
計
画
の
数
値
を
大
幅
に
上
回
り
ま
し

た
が
、
平
成
　
年
度
で
は
、
計
画
に
対

し
て
、
逆
に
１
億
円
以
上
、
発
行
額
が

下
回
る
見
通
し
で
す
。

　
縁
故
債
の
償
還
の
た
め
に
毎
年
１
千

３
百
万
円
以
上
を
積
み
立
て
て
お
り
、

適
正
化
計
画
の
最
終
年
度
に
繰
上
げ
償

還
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
実
質
公
債
費
比
率
が
高
い
こ
と
に
つ

い
て
は
、
そ
の
要
因
を
町
民
に
分
り
や

す
く
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
石
神
委
員 

　
「
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
」
は
、

人
件
費
の
削
減
や
事
務
事
業
の
見
直
し
、

住
民
負
担
の
増
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
「
実
質
公
債
比
率

適
正
化
計
画
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
今

後
、
な
に
を
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
け

る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
安
積
総
務
課
長 

　
病
院
の
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
行
革
を
進
め
て
い
て
、
今

後
で
き
る
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
適
正
化
計
画
の
指
針
が

国
か
ら
示
さ
れ
て
か
ら
、
財
政
運
営
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
策
定
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｑ
石
神
委
員 

　
実
質
公
債
費
比
率
だ
け
で
は
、
財
政

状
況
の
確
認
装
置
と
し
て
は
不
十
分
だ

と
思
い
ま
す
。
本
町
と
猿
払
村
の
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
・
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を

比
較
し
、
将
来
の
負
担
な
ど
を
検
討
で

き
る
よ
う
に
公
表
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

Ａ
安
積
総
務
課
長 

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
関
し
て
は
、
さ

ら
に
資
料
を
加
え
て
、
町
民
に
で
き
る

だ
け
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 
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バランスシートと行 
政コスト計算書で明 
らかに！ 



7月 
16日　これからの自治を考える下川フォーラ
　　　ム（下川町） 
25日　行財政改革調査研究特別委員会 
　　　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査 
　　　議会運営委員会 
8月 
２日　議員会公開学習会「やさしい自治体バ
　　　ランスシート入門」 
６日　自民党政経セミナー（稚内市） 
11日　「新しい支庁の姿（骨格案）」に関す
　　　る地域意見交換会及び市町村合併説明
　　　会（稚内市） 
17日　行財政改革調査研究特別委員会 
　　　議員協議会 
　　　議会運営委員会 
　　　いきいきふるさと常任委員会小委員会 
30日　新十津川町議会総務民生常任委員会来
　　　庁 
9月 
７日　行財政改革調査研究特別委員会 
　　　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査 
　　　議会運営委員会 
　　　いきいきふるさと常任委員会小委員会 
13日　議会広報編集特別委員会 
15日　議会運営委員会 
20日　第３回定例会 
21日　決算審査特別委員会（定例会閉会） 
28日　いきいきふるさと常任委員会小委員会
10月 
11日　議会広報編集特別委員会 
 　　　 

　上方落語の話芸を楽しもうと、敬老会に出席した７５

歳以上の町民１００名を招待して、９月８日、青少年柔

剣道場で「町民敬老寄席」が開かれました。

　出演したのは、五代目桂文枝（かつら・ぶんし）一門

の兄弟弟子である桂文也（ぶんや）さん、桂枝光（しこ

う）さんの二人で、得意ネタの「青菜」や「皿屋敷」を

二時間半にわたり熱演。

　枝光さんが、こってりした色物噺（はなし）で笑いの

ツボをつかむと、文也さんは、手ぬぐいを取り出し、甲

子園で優勝した早稲田実業・斉藤投手のしぐさそっくり

に額を拭く真似技を見せ会場は大爆笑。

　寄席の後、お二人は、「中頓別のお客様は、噺に敏感

に反応してくれる。感性がとても豊か。」と、はじめて

の公演地で、テンポの速い上方落語が伝わったことに満

足げでした。

　寄席を主催した「中頓別落語の会」の岩田利雄代表は、

「文化事業の乏しい本町で、町民が自主的に落語や芸能

を催すことは、豊かな気持ちを育むことにつながる。で

きれば、これからも続けていきたい」と抱負を語ってい

ます。

　
台
風
ま
が
い
の
風
雨
に
叩
か
れ
、
あ
ら
た
め

て
防
災
の
大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
秋
と
な

り
ま
し
た
。

　
大
風
の
跡
か
た
づ
け
の
最
中
に
、
北
朝
鮮
、

核
実
験
強
行
の
ニ
ュ
ー
ス
。
今
度
は
、
国
民
保

護
計
画
の
実
効
性
が
問
わ
れ
る
事
態
に
。

　
小
泉
政
権
の
後
を
受
け
、
「
美
し
い
国
づ
く

り
」
を
標
榜
す
る
安
倍
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た

が
、
内
憂
外
患
を
乗
り
切
れ
る
の
か
不
安
が
残

り
ま
す
。

　
安
部
政
権
が
最
初
に
取
組
ん
だ
の
は
、
教
育

基
本
法
の
改
正
。
社
会
経
済
の
し
く
み
を
変
え

る
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
精
神
論
の
領
域
に
留

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
国
内
景
気
の
回
復
ぶ
り
を
地
方
で
生
活
し
て

い
る
私
た
ち
は
、
実
感
で
き
ま
せ
ん
。

　
交
付
税
が
カ
ッ
ト
さ
れ
、
町
の
決
算
は
年
々

や
せ
細
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
住
民
負
担

増
と
な
っ
て
、
「
住
み
に
く
さ
指
数
」
を
押
し

上
げ
て
い
ま
す
。
新
政
権
は
、
地
方
と
都
市
の

格
差
是
正
の
た
め
に
、
い
の
一
番
に
予
算
配
分

な
ど
で
具
体
的
な
政
策
を
示
す
べ
き
で
し
た
。

　
政
治
は
、
個
人
の
美
意
識
で
成
り
立
つ
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
美
し
さ
」
や
「
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
よ
り
も
、
「
安
心
」
し
て
「
平
和
」

に
暮
ら
せ
る
国
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
に
モ
ニ
タ
ー
を
寄
せ
て
い

た
だ
い
た
町
民
の
み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
議
会
の
あ
り
方

に
直
言
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

　
　
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
（
柳
） 

議会の動き 
 
 

羽織を脱いで熱演する桂枝光さん 

なかとんべつ町議会だより１５２号 12
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